
2024 年 10 月 1 日 

 

「グリーン預金」の取り扱い開始について 
 

足利銀行（頭取 清水 和幸）は、本日より、お客さまからお預かりした資金の全額を、

環境改善に資する事業への融資に充当する「グリーン預金」の取り扱いを開始しましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

当行は、地域の事業者の皆さまのサステナビリティ経営と企業価値向上へ貢献すると

ともに、地域・お客さまの社会・環境課題への解決に資する取り組みを一層強化し、持続

可能な社会の実現を目指してまいります。 

記 

１．グリーン預金について 

本商品は、お客さまからお預かりした資金の全額を、再生可能エネルギー分野
（太陽光発電事業）を対象とした環境改善に資する事業への融資に充当するもの
です。お客さまは、本商品を通じて SDGs における環境課題の解決に向けた取り組み
に間接的に貢献することができます。 

当行は、本商品の導入にあたり、「足利銀行グリーン預金フレームワーク※1」を策定し、
ICMA（国際資本市場協会）が策定した「グリーンボンド原則」との整合性について、
株式会社格付投資情報センター（以下、R&I）からセカンドオピニオン※2 を取得して
います。 

※1「足利銀行グリーン預金フレームワーク」について 
※2 R&I のセカンドオピニオンについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グリーン預金のメリット】 

PR 効果 
当行ホームページ上でグリーン預金をご利用いただくお客さまを
公表いたします。 

低リスク※ 
預金で安定的に資金を運用しながら、SDGｓにおける環境分野に
取り組むことができます。 

低コスト※ グリーン預金固有の費用は発生いたしません。 

※外貨定期口をご利用の場合、一般の外貨預金と同様の価格変動リスクや預入にかかるコスト等が発生

いたします。 

【スキーム図】 
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・グリーン預金をご利用いただいたお客さまの公表
・グリーン預金の環境分野への充当状況
・充当した融資案件によるCO2排出削減量

第三者評価機関
(株)格付投資情報センター（R&I）

①フレームワーク策定②セカンドオピニオン

④グリーン預金であるこ
とを証明する書面の
交付 ⑥レポーティング

https://www.ashikagabank.co.jp/tameru/yokin/pdf/green_yokin_02.pdf
https://www.ashikagabank.co.jp/tameru/yokin/pdf/green_yokin_01.pdf


２．商品概要 

商 品 名 グリーン預金（円定期口） グリーン預金（外貨定期口） 

対 象 個人・法人のお客さま 

対象取引 自由金利型定期預金（大口定期） 外貨定期預金（12 か月） 

募集期間 
2024 年 10 月 1 日(火)～2025 年 3 月 31 日(月) 

※募集期間中であっても、募集金額に達した場合は受付を終了いたします。 

募集金額 
30 億円（うち、外貨定期口 5 億円相当額） 

※円定期口は、1 名義につき 3 億円までとさせていただきます。 

対象通貨 円 米ドル 

預入金額 1,000 万円以上 1 万米ドル以上 

適用金利 
預入日の「自由金利型定期預金

(大口定期)」の店頭表示金利 

預入日の「外貨定期預金」の 

店頭表示金利に 0.02％を上乗せ 

預入期間 1 年 1 年 

書面の交付 グリーン預金へのお預入れであることを証明する書面を交付いたします。 

満期時の 
お取り扱い 

自動継続 

※自動継続後もグリーン預金として
お取り扱いいたします。 

 

自動継続 

※グリーン預金としてのお取り扱いは初回
の預入期間のみとなります。自動継続後
は一般の外貨定期預金となり、金利の上
乗せも終了いたします。 

グリーン預金の 
充当対象 

再生可能エネルギー分野（太陽光発電）向け融資 

※充当する融資は、「足利銀行グリーン預金フレームワーク」に基づき、当行が選定いたします。 

第三者評価機関 株式会社格付投資情報センター（R&I） 

【ご留意事項】 

・グリーン預金は、原則として中途解約をすることができません。やむを得ず中途解約をされる

場合は、当行所定の中途解約利率を適用いたします。 

以 上 

 

 

 

 


